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教 育 研 究 業 績 書 
           

                            令和 ８年 ５月 １日 

 

                           氏 名   馬  場  康  宏   印  

 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学、心理学 幼児教育・保育、教育心理学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概             要 

１．教育方法の実践例   

①「保育内容研究（人間関係）」の授業実践 

 

平成 13年 4月 

～ 
令和元年 8 月 

 

平成 13 年 4 月より「保育内容研究（人間関係）」

の授業において、適宜グループディスカッショ

ンやグループ演習課題を取り入れ、受講生の問

題意識を高め、能動的な授業参加を促す実践を

している。 

 

②「幼児と人間関係」の授業実践 令和元年 9 月 

～ 

現在に至る 
 

ITC 活用の一環として、MS Teams による課題配

信･返却、プロジェクターによる資料や映像教

材を活用することで、受講生が保育に関する理

論と実践の関連を理解しやすくなるよう工夫

した取り組みを行っている。 

 

③「人間関係領域指導法演習」の授業実践 令和 2年 4 月 

～ 

現在に至る 
 

アクティブ・ラーニングの一環として、授業に

グループごとのディスカッションや演習課題

に取り組む活動を取り入れることで、能動的な

授業参加を促す工夫を行っている。 

 

２．作成した教科書、教材   

①保育士(保母)試験合格講座 第 4 巻  

精神保健 

 

平成 14年 5月 (全体概要) 

 保育士資格試験を受験する者を対象として

つくられたテキストのうち、精神保健の領域を

扱った一巻である。内容構成は、小児の精神機

能発達と精神保健、小児の生活環境と精神保

健、小児各時期の精神保健、小児の心の健康障

害、及び小児期の精神保健活動の各章からな

る。(担当部分及び概要)pp22-23 

｢第 3 章 3 幼児期の精神保健｣ 

幼児期の精神保健の観点から、幼児の身体運

動能力、言語能力などの発達的な特徴や幼児期

に見られやすい問題行動とその対応について

まとめたものである。 

(共著者：金城悟、阿部康之、田中一徳、 

佐藤記道、馬場康宏、永井伸幸、柿澤敏文、 

佐藤高博、佐藤将朗、大木みわ、曉平名勉) 
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事項 年月日 概             要 

②教育心理学 平成 14年 11月 (全体概要) 

 大学・短期大学・専門学校における教職に関

する科目｢教育心理学｣の教科書としてつくら

れたものである。内容は教育心理学の位置づ

け、子どもの発達、パーソナリティ、学習、評

価、教師と学級集団、障害児の心理などの基本

的事項をまとめた構成になっている。 

(担当部分及び概要)pp．25-42 1 章 2～7 

乳児期、幼児期(前期・後期)、児童期、思春

期、青年期の各発達特徴と発達課題について基

本的事項に触れてまとめたものである。 

(編著者：佐藤泰正、海保博之、新井邦二郎、 

共著者：天貝由美子、石井詩都夫、宇津木誠 

小野瀬雅人、佐藤純、佐藤高博、佐藤記道、 

佐藤将朗、佐藤司、高見令英、中津山英子、 

馬場康宏、平山祐一郎、柳本雄次） 

 

③幼児・児童期の教育心理学 平成 15年 9月 (全体概要) 

 幼児教育を学ぶ学生を対象として、主に幼児

期、児童期とその関連について注目して構成さ

れた｢教育心理学｣のテキストである。 

｢第 2 章 幼児期・児童期と教育心理学の関わ

り｣ 

｢第 3 章 生命の誕生と発育｣ 

幼児期・児童期と教育心理学のかかわりにつ

いて、また、乳幼児期の発達的特徴と養育者の

関わりについてまとめたものである。 

(共著者：福屋武人、馬場康宏、加藤千佐子、

赤津純子、権藤桂子、古川聡、太田雅子、 

松岡陽子、佐藤淑子、石川隆行、林牧子、 

星野真由美、斉藤哲) 

 

④保育者のたまごのための発達心理学 平成 23年 4月 (全体概要) 

 幼稚園や保育所などで乳幼児の保育や児童

の教育に関わる仕事に将来従事しようとする

者が、乳幼児期の発達について理解を深めるた

めのテキストとして編集された。 

(担当部分概要)pp.28-40 

｢第 2 章 胎児期から新生児期｣ 

胎児期からおよそ 1 歳までの発達的な特徴

を、特に他者との関わりという観点からまとめ

たものである。 

(共著者：新井邦二郎、藤枝静暁、馬場康宏、

楯誠、森田満理子、安齋順子、堀科、松田侑子、

羽柴継之助) 
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⑤教育相談の理論と方法 平成 31年 4月 （全体概要） 

文部科学省「教職課程コアカリキュラム」に基

づいた「教育相談の理論及び方法」のテキスト

として編集された。 

（担当部分概要）pp.62-71「第 6 章 幼児期の

発達課題と教育相談」 

幼稚園教育要領に基づいた幼稚園教育の基本

的な考え方、幼児期の発達特性、幼児期の教育

相談の意義と発達支援のあり方をまとめた。 

（共著者：会沢信彦、日潟淳子、桑原千明、佐

藤哲康、大島朗生、馬場康宏、梅津直子、遠藤

久美子、田中將之、岩瀧大樹、小林麻子、原田

友毛子、中村正巳、亀田秀子、水國照充） 

⑥これからの保育内容 令和 3年 7 月 （全体概要） 

教職課程コアカリキュラム・モデルカリキュラ

ムに基づいて、保育内容の最新動向を中心とし

て幼児教育・保育分野の総合テキストとして編

集された。 

（担当部分概要）pp.26-33   

「第 1 章 第 3 節 人間関係領域」 

幼稚園で幼児の人と関わる力を養う今日的な

意義、小学校教育との接続、幼児の生活と遊び

における自己主張・自己抑制の能力及び規範意

識の育ち等についてまとめた。 

（共著者：有馬知江美、岩城淳子、中村三緒子、

馬場康宏、山路千華、山野井貴浩 他 10 名） 

⑦教育相談の理論と方法（改訂版） 令和 7年 10月 （全体概要） 

文部科学省「教職課程コアカリキュラム」に基

づいた「教育相談の理論及び方法」のテキスト

として編集され、「生徒指導提要」の改定を機

に改定された。 

（担当部分概要）pp.64-73「第 6 章 幼児期の

発達課題と教育相談」 

初版発行時から、幼児教育・保育施設の制度が

変わっていることを踏まえ、「生徒指導提要」

の改定、新たな「DSM 精神疾患の診断・統計マ

ニュアル」に診断名を合わせるなどの編集方針

に則して原稿を執筆した。 

（共著者：会沢信彦、日潟淳子、桑原千明、佐

藤哲康、大島朗生、馬場康宏、梅津直子、遠藤

久美子、田中將之、岩瀧大樹、小林麻子、原田

友毛子、五浦哲也、亀田秀子、水國照充） 

３．教育上の能力に関する大学等の評価   

①学生による授業評価アンケート 

 

平成 14 年 

～ 

現在に至る 

 大学が FD 活動の一環として実施している学

生による授業評価アンケート｣を担当科目につ

いて受け、その結果を授業改善に生かしてい

る。 

 

事項 年月日 概             要 

４．実務の経験を有する者についての特記事項 

①大学模擬授業講師 

 
平成 29年 10月 

 

埼玉県立桶川高等学校 2年生を対象とした大学

模擬授業（保育・幼児教育）の講師を務めた。 
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令和 5年 11月 東京都立足立西高等学校 2 年生を対象とした大

学模擬授業（保育・幼児教育分野）の講師を務

めた。 

 

②「都立高校生の社会的・職業的自立支援教育

プログラム事業」（東京都） 講師 

令和8年4月 9

日 

 

 

 

東京都世田谷泉高校（対象 定時制Ⅱ部及びⅢ

部 1 年生） 

構成的グループエンカウンターによる「人間関

係づくり」 

 
令和 8 年 

4月 13日 

 
 

東京都立府中高校（普通科 2 年生） 

構成的グループエンカウンターによる「キャリ

ア教育」 

 
令和 8 年 

4月 16日 
東京都八王子拓真高校（対象 定時制Ⅰ部及び

Ⅱ部 1 年生） 

構成的グループエンカウンターによる「人間関

係づくり」 

 

５．その他   

特記事項なし 

 

 

 

  

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概             要 

１．資格、免許   

幼稚園教諭第一種免許状 平成 4年 3 月 (平 3 幼一種第 1041 号) 

幼稚園教諭専修免許状 平成 6年 3 月 (平 5 幼専修第 1003 号) 

学校心理士(学校心理士認定運営機構) 平成 18年 11月 (103199 号) 

ガイダンス・カウンセラー 

（スクールカウンセリング推進協議会) 

 

平成 24年 2月 (第 12020173 号) 

 

２．特許等   

特記事項なし 

 

 

 

  

３．実務の経験を有する者についての特記事項   

特記事項なし 

 

 

 

  

４．その他   

①財団法人短期大学基準協会 

平成 22 年度 評価員 

平成 22年 4月 財団法人短期大学基準協会による平成 22 年

度第三者評価において評価員として研修を受

け、評価を行った。 

 

②財団法人短期大学基準協会 

平成 24 年度 評価員 

平成 24年 4月 財団法人短期大学基準協会による平成 24 年

度第三者評価において評価員として研修を受

け、評価を行った。 
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③財団法人短期大学基準協会 

平成 26 年度 評価員 

平成 26年 4月 財団法人短期大学基準協会による平成 26 年

度第三者評価において評価員として研修を受

け、評価を行った。 

 

 

 

 

  

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

（著書）     

１．保育士(保母)試験 

合格講座 第 4 巻  

精神保健(再掲) 

共著 平成 14年 5月 株式会社学文社 (全体概要) 

 保育士資格試験を受験する者を対象と

してつくられたテキストのうち、精神保健

の領域を扱った一巻である。内容構成は、

小児の精神機能発達と精神保健、小児の性

格環境と精神保健、小児各時期の精神保

健、小児の心の健康障害、及び小児期の精

神保健活動の各章からなる。 

(担当部分及び概要)pp.22-23｢第 3 章 3 

幼児期の精神保健｣ 

 幼児期の精神保健の観点から、幼児の身

体運動能力、言語能力などの発達的な特徴

や幼児期にみられやすい問題行動とその

対応についてまとめたものである。 

(共著者：金城悟、安部康之、田中一徳、

佐藤記道、馬場康宏、永井伸幸、 

柿澤敏文、佐藤高博、佐藤将朗、 

大木みわ、曉平名勉) 

 

２. 教育心理学(再掲) 共著 平成 14 年 11 月 学芸図書株式会社 (全体概要) 

 大学・短期大学・専門学校における教職

に関する科目｢教育心理学｣の教科書とし

てつくられたものである。内容は教育心理

学の位置づけ、子どもの発達、パーソナリ

ティ、学習、評価、教師と学級集団、障害

児の心理などの基本的事項をまとめた構

成になっている。 

(担当部分及び概要)p.25-p.42 1 章 2-7 

乳児期、幼児期(前期・後期)、児童期、

思春期、青年期の各発達特徴と発達課題に

ついて基本的事項に触れてまとめたもの 

である。 

(編著者：佐藤泰正、海保博之、 

新井邦二郎、共著者：天貝由美子、 

石井詩都夫、宇津木誠、小野瀬雅人、 

佐藤純、佐藤高博佐藤記道、佐藤将朗、 

佐藤司、高見令英、中津山英子、馬場康宏、 

平山祐一郎、柳本雄次) 
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３．幼児・児童期の教育 

心理学(再掲) 

共著 平成 15年 9月 学術図書出版社 (全体概要) 

 幼児教育を学ぶ学生を対象とし、内容的

な特徴としては、発達過程上の幼児期、児

童期とその関連について注目して構成さ

れた｢教育心理学｣のテキストである。 

(担当部分概要)pp7-22「第 2 章 幼児期・

児童期と教育心理学の関わり」「第 3章 生

命の誕生と発育」 

 幼児期・児童期と教育心理学の関わりに

ついて、また、乳幼児期の発達的特徴と養

育者の関わりについてまとめたものであ

る。 

(共著者：福屋武人、馬場康宏、 

加藤千佐子、赤津純子、権藤桂子、古川聡、

太田雅子、松岡陽子、佐藤淑子、石川隆行、

林牧子、星野真由美、斉藤哲) 

 

４．育児不安の国際比較 共著 平成 20年 5月 学文社 (全体概要) 

 母親・父親の育児に関する意識や行動に

ついて、特に母親の育児不安に注目して行

ってきた一連の調査研究の成果をまとめ

たものである。調査地域は、日本の都心部

や農村部、台北、ソウル、天津であり、国

内の地域差、国際比較を通して、育児不安

の構造を明らかにしている。 

(担当部分概要)pp46-57｢第 1 章 第 3 節 

育児に見られる地域格差｣ 

日本の母親・父親の育児に関する意識や

行動についての調査結果から、都心部と農

村部を比較検討して、実態の差異に注目し

て考察した。 

(共著者：深谷昌志、開原久代、周建中、

深谷和子、三枝恵子、富山尚子、馬場康宏、

深谷野亜、朴珠鉱)  

 

５.保育者のたまごのた 

めの発達心理学 

(再掲) 

共著 平成 23年 4月 北樹出版 (全体概要) 

 幼稚園や保育所などで乳幼児の保育や

児童の教育に関わる仕事に将来従事しよ

うとする者が、乳幼児期の発達について理

解を深めるためのテキストとして編集さ

れた。 

(担当部分概要)pp.28-40｢第 2 章 胎児期

から新生児期｣ 

胎児期からおよそ 1歳までの発達的な特

徴を、特に他者と関わりという観点からま

とめたものである。 

(共著者：新井邦二郎、藤枝静暁、 

馬場康宏、楯誠、森田満理子、安齋順子、

堀科、松田侑子、羽柴縦之助) 
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６．教育相談の理論と方  

  法（再掲） 

共著 平成 31年 4月 北樹出版 （全体概要） 

文部科学省「教職課程コアカリキュラ

ム」に基づいた「教育相談の理論及び方法」

のテキストとして編集された。 

（担当部分概要）pp62-71「第 6 章 幼児期

の発達課題と教育相談」 

幼稚園教育要領に基づいた幼稚園教育

の基本的な考え方、幼児期の発達特性、幼

児期の教育相談の意義と発達支援のあり

方をまとめた。 

（共著者：会沢信彦、日潟淳子、桑原千明、

佐藤哲康、大島朗生、馬場康宏、梅津直子、

遠藤久美子、田中將之、岩瀧大樹、小林麻

子、原田友毛子、中村正巳、亀田秀子、水

國照充） 

 

７.これからの保育内容

(再掲) 

共著 令和 3年 7 月 一藝社 （全体概要） 

教職課程コアカリキュラム・モデルカリキ

ュラムに基づいて、保育内容の最新動向を

中心として幼児教育・保育分野の総合テキ

ストとして編集された。 

（担当部分概要）pp.26-33   

「第 1 章 第 3 節 人間関係領域」 

幼稚園で幼児の人と関わる力を養う今日

的な意義、小学校教育との接続、幼児の生

活と遊びにおける自己主張・自己抑制の能

力及び規範意識の育ち等についてまとめ

た。 

（共著者：有馬知江美、岩城淳子、中村三

緒子、馬場康宏、山路千華、山野井貴浩 他

10 名） 

８．教育相談の理論と方  

  法（改訂版）（再掲） 

共著 令和 7年 10月 北樹出版 （全体概要） 

文部科学省「教職課程コアカリキュラム」

に基づいた「教育相談の理論及び方法」の

テキストとして編集され、「生徒指導提要」

の改定を機に改定された。 

（担当部分概要）pp.64-73「第 6 章 幼児

期の発達課題と教育相談」 

初版発行時から、幼児教育・保育施設の制

度が変わっていることを踏まえ、「生徒指

導提要」の改定、新たな「DSM 精神疾患の

診断・統計マニュアル」に診断名を合わせ

るなどの編集方針に則して原稿を執筆し

た。 

（共著者：会沢信彦、日潟淳子、桑原千明、

佐藤哲康、大島朗生、馬場康宏、梅津直子、

遠藤久美子、田中將之、岩瀧大樹、小林麻

子、原田友毛子、五浦哲也、亀田秀子、水

國照充） 

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

（学術論文）     



 8 

１.幼児の対人関係と共 

感性の発達に関する 

る研究 

(修士論文) 

単著 平成 6年 3 月 埼玉大学 幼児の共感性と①母親(主たる養者)の

育児感情、②幼児の仲間関係、③幼児の愛

着欲求の広がりとの関連を、調査・実験に

より明らかにし、共感性の発達を促す要因

について検討した。実験場面において共感

的であると評価された幼児は、実際の仲間

関係においても、他者と満足感を共有した

り、困っている仲間をなぐさめたりするな

どと評価され、円滑な対人関係における共

感の役割の重要性が示され、また、共感性

の発達には母親の育児感情が密接に関わ 

っていることが実証された。 

 

２.母親の愛着スタイル 

と育児感情に関する 

る研究 

共著 平成 6年 3 月 筑波大学 

発達臨床心理学研究 

第 5 巻 

pp.29-37 

(全体概要) 

 母親の IWM と、子育ての質としての育児

感情との関係について検討した。愛着スタ

イルについては、心的表象としての概念で

ある IWM によって説明されているが、個人

内には複数の表象が構成され、そのバラン

スにより愛着のタイプが決定されると考

える。母親の子育てに関する喜びなどは安

定した愛着に支えられることが、また、対

人場面での不安感など、不安定な愛着の要

素は、子育ての疲労感・否定感に影響する

ことが示唆された。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

(共著者：首藤敏元、馬場康宏、鈴木亮子) 

 

 

 

 

 

 

 

３.母親の育児感情と幼

児の社会的コンピテ

ンスに関する研究 

共著 平成 8年 3 月 埼玉大学紀要 

教育学部 

(教育科学) 

第 44 巻 第 1 号 

pp.53-67 

(全体概要) 

 幼児の調和的な対人行動の側面と現在

の母子関係との関係性について、具体的に

は母親の育児感情を測定し、幼児の共感、

仲間関係との関係を検討した。安定型の育

児感情を持つ母親の幼児よりも共感的で

ある傾向が認められ、母親の育児感情の質

が幼児の共感的反応に影響を与えること

を示唆するものであったが、母親の育児感

情と幼児の仲間関係とは有意に関係して

おらず、今後の課題として幼児の仲間関係

の測定方法を挙げた。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能)

(共著者：首藤敏元、馬場康宏) 
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４.嘔吐への不安を訴え

る児童の母親に対す

る援助過程 

共著 平成 12年 3月 筑波大学 

発達臨床心理学研究 

第 11 巻 

pp.21-26 

(全体概要) 

 児童を対象とした教育相談の実践事例

である。問題の概要、援助の方法・過程を

報告したものである。本事例では、嘔吐に

対する不安を訴え母親が一緒でなければ

登校出来なかった児童に対し、母子の相互

作用に注目して援助を行った。母親と児童

の変化について示し、考察したものであ

る。 

(共同研究につき相当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、新井邦二郎) 

 

５.不登校状態に陥った

優等生への援助過程 

共著 平成 12 年 12 月 筑波大学 

発達臨床心理学研究 

第 12 巻 

pp.41-47 

(全体概要) 

 青年期の相談者を対象とした教育相談

の実践事例であり、問題の概要、援助の方

法・過程を報告したものである。本事例は、

有名私立中学校で不登校となり、公立中学

校に転校後も登校することができなかっ

た男子生徒について、生徒が自身の人生観

を再構成しながら登校への意欲を高め、登

校できるようになるまでの援助過程につ

いて示し、考察したものである。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、新井邦二郎) 

 

６.林間学校に不安を示

した不登校生徒への

援助過程 

共著 平成 13 年 12 月 筑波大学 

発達臨床心理学研究 

第 13 巻 

pp.31-37 

(全体概要) 

 青年期の相談者を対象とした教育相談

の実践事例であり、問題の概要、援助の方

法・過程を報告した。本事例の援助対象は、

学年で行われる林間学校に参加すること

に抵抗感を感じ、それをきっかけにクラス

メイトに会うのが怖くなり不登校傾向を

示していた男子中学生であった。継続的な

面接を通して、生徒自身が抵抗感の背景を

意識化し、登校に向けて心理面・行動面で

の準備をして、登校できるようになるまで

の援助過程を示し、考察したものである。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、新井邦二郎) 

 

７.幼稚園における遊具

としてのコンピュー

タ利用の試み 

(査読付) 

共著 平成 17年 8月 情報教育 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2005 

論文集 

Vol.2005 No.8 

pp.99-106 

(全体概要) 

本研究では、幼児の遊びにおける人間関

係の構築を妨げる、という幼稚園へのパソ

コン設置のマイナス面を排除するため、大

画面ディスプレイと、幼児に扱いやすいタ

ッチパネルを付けた環境を用意し、記憶・

片付け・予測をテーマにしたゲームを試作

した。パソコンが幼稚園の保育環境におい

て、どの程度良質な遊びを提供しうるかに

ついて検討している。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：大即洋子、澤田伸一、坂東宏和、 

馬場康宏、小野和) 
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８.タッチパネル付き大

画面ディスプレイを

活用した幼稚園教育

におけるパソコン利

用の試み 

(査読付) 

共著 平成 18年 1月 日本教育メディア学会 

教育ﾒﾃﾞｨｱ研究 

第 12 巻 

第 1 号 

pp.21-30 

(全体概要) 

 タッチパネル付き大画面ディスプレイ

を接続したパソコンの利点と問題点につ

いて、幼稚園における観察結果より示し、

考察している。パソコン利用により、人間

関係の形成能力が低くなるという懸念を

改善し、園児同士の関わりの機会をもった

パソコン利用が可能になることが示唆さ

れた。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：坂東宏和、大即洋子、澤田伸一、

馬場康宏、小野和) 

 

 

９.保育においてコン 

ピュータを遊具のひ

とつとして利用する

試み 

(査読付) 

共著 平成 19 年 10 月 情報処理学会 

論文誌  

第 48 巻第 10 号 

pp.3415-3425 

(全体概要) 

 幼稚園の保育環境において、コンピュー

タを遊具の 1つとして幼児に提供する試み

を行った。幼児の人との関わりを大切に考

え、大画面ディスプレイとタッチパネルを

用いた環境を用意した。身近なゲームを試

作し、上記環境にて幼稚園で試用、観察を

行った結果、遊具としてのコンピュータの

可能性を見出すことが出来た。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：第即洋子、澤田伸一、坂東宏和、

馬場康宏、小野和) 

 

10．保育者養成校に通う 

学生の｢感性｣に関

する認識 

共著 平成 22年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 43 号 

pp.31-36 

(全体概要) 

 保育者養成課程に在籍する学生を対象

として、｢感性｣という言葉をどのように捉

えているか、使用頻度や関連すると考える

分野、自分の感性に対する認識などについ

て調査・分析をした。統計的検定により、

1 年生より 2 年生の方が、有意に興味が高

まっている分野があることも明らかにし

た。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、宮下恭子、金城悟、 

武石仁美、杉本亜鈴) 
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11．保育者養成校に通う 

学生の SD 法による 

感性評価の分析 

共著 平成 22年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 43 号 

pp.37-45 

(全体概要) 

「感性」の様相を明らかにするために、

SD 法を用いて保育者養成課程に在籍する

学生を対象に感性調査を実施した。4 種類

の刺激画像に対して 24 の形容詞対で構成

された SD 尺度に 5 段階評価で回答するよ

う求められた。統計的解析により｢評価

性｣、｢情緒性｣、｢活動性｣と命名された 3

因子が抽出された。刺激画像の特性により

感性の表出が異なることが明らかになり、

また、感性の個人差の存在が示唆される結

果となった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：金城悟、宮下恭子、馬場康宏、 

武石仁美、杉本亜鈴) 

 

 

12．青年期の愛着スタイ 

ルと被援助志向性 

単著 平成 27年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 48 号 

pp.47-54 

 質問紙調査法により青年期の愛着スタ

イルと被援助志向性との関連を明らかに

することを目的とした分析を行った。ポジ

ティブな他者観を形成していると考えら

れる者は、ネガティブな他者観を形成して

いると考えられる者より有意に被援助に

対する肯定的態度が高いことが明らかに

なった。また、安定型の愛着スタイルを形

成している者は、被援助に対する疑念や抵

抗感は低く、ネガティブな自己観を形成し

ていると考えられる型では、他者に対して

より回避傾向の高い型で、被援助に対する

疑念や抵抗感が高いことが明らかになっ

た。 

 

13．幼稚園・保育実習に 

対する短期大学性 

の不安感 

共著 平成 28年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 49 号

pp.49-55 

(全体概要) 

短期大学生を対象とした幼稚園・保育実

習に対する不安への調査結果から、共分散

構造モデルによる多母集団同時分析によ

り学年別の差異について検討した。｢不安

感｣に対して、1 学年は｢部分・責任実習｣

で、2 学年は｢部分・責任実習｣と｢実習生適

応｣の因子で有意なパスが確認された。不

安感及び不安感を規定する要因の構造化

の可能性が示唆された。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：田中浩二、馬場康宏) 
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14．学生の幼稚園・保育 

実習に対する不安 

及び期待 

共著 平成 28年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 49 号 

pp.77-88 

(全体概要) 

幼稚園・保育所実習に対して学生が実際

に感じている不安・期待に基づいた質問紙

を作成し、調査を実施した。因子分析によ

り不安では 4 因子、期待では単因子構造が

認められ、高い内的整合性も認められた。

学年差の検討では、不安、期待とも 2 年生

より 1 年生が高かった。また、1 年生は、

初回実習目前に｢子ども対応｣と｢実習生適

応｣不安が高くなり、期待は低減すること

が明らかになった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、田中浩二) 

 

15．保育士と小学校教職 

員による就学期の

児童の姿に関する

認識 ―児童の基

本的生活習慣につ

いて― 

共著 平成 29年 3月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 50 号 

pp.41-52 

（全体概要） 

S 市の公立保育所保育士と小学校で過去

3 年以内に 1 年生を担当した教職員・教務

主任を対象として、「就学期の児童の姿に

関する調査」を実施した。保育所保育指針

の領域「健康」に相当する部分として児童

の基本的生活習慣に視点をあて、保育士と

小学校教職員の同一年代の児童の姿に対

する認識について分析した。 

（共同研究につき担当部分抽出不可能） 

（共著者：田中浩二、馬場康宏） 

 

16．効果的な保小連携を 

促進するための方

法に関する検討―

「安全に関する」 

保育士と小学校教

職員の認識につい

て― 

共著 平成 29 年 10 月 東京成徳 
短期大学紀要 

第 51 号 
pp.37-47 

保育士と小学校教職員の各々に、就学期

の児童にできていてほしいこと、および同

一児童が含まれる学年を念頭に、実際にど

の程度できているかについて調査を実施

した。保育士と小学校教職員の児童の姿の 

捉え方を比較検討した。 

（執筆担当：pp38、39） 

（共著者：田中浩二、馬場康宏） 

 

17.効果的な保小連携を

促進するための課題

の検討 －「人間関

係」に関する保育士

と小学校教員の認識

について－ 

共著 平成 29 年 10 月 東京成徳 

短期大学紀要 

第 51 号 

pp.61-71 

保育士と小学校教職員の各々に、就学期
の児童にできていてほしいこと、および同
一児童が含まれる学年を念頭に、実際にど
の程度できているかについて調査を実施
した。質問項目群「人間関係」では、両者
とも共通する項目を大切と考えてはいる
が、実際の児童の姿について保育士の方が
小学校教職員よりできていると捉えてい
た。児童の姿の捉え方に、両者で隔たりが 
あることを明らかにした。 
（執筆担当：pp61 および 70-71） 

（共著者：馬場康宏、田中浩二） 
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18．保育士による就学期

を見据えた保育内

容に対する意識に

関する研究 

  －保育士の経験年

数による意識の相

違について－ 

 

共著 平成 31年 3月 東京成徳 
短期大学紀要 

第 52 号 
pp.23-34 

保育所の保育内容がどの程度小学校を

見据えて行われているのか、また、保育士

の経験年数によってその程度が異なるの

かについて分析した。経験年数が上がるほ

ど見据える程度は高く、また、保育内容を

独立して捉えている傾向が明らかになっ

た。 

（共著者：田中浩二、馬場康宏、片桐恵子） 

 

 

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

（学会発表）     

１.母親の育児行動と育

児不安の要因に関す

る考察 

共著 平成 15年 6月 日本子ども社会学会 

第 10 回大会 

抄録集 

pp.74-75 

(全体概要) 

 大都市の小学校 1.2年の子どもを持つ母

親を対象として、育児行動や育児不安につ

いて調査した結果、大都市特有の育児不安

の構造が検出された。子どもの対人関係の

発達には、乳児期の養育者の関わりは大き

く影響するが、本研究は、乳幼児期の親子

の関係性を検討する上で基礎的な資料と

なる。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：神田和恵、三枝恵子、深谷野亜、 

馬場康宏、深谷昌志) 

 

２.幼稚園と共同して行

う幼稚園用ソフトウ

ェア開発の試み 

共著 平成 16年 2月 日本教育ﾒﾃﾞｨｱ学会 

研究会論集 

No.14 

pp.21-28 

(全体概要) 

保育者と共同で、大画面のプラズマディ

スプレイ上で動く、幼児が遊ぶことを目的

としたパソコンのソフトウェアを作製し

た。大画面を用いることで、ソフトウェア

を直接操作している幼児ばかりでなく、他

の幼児もその遊びに参加できるように意

図した点が特徴である。本研究では、ハー

ドウェア、ソフトウェア、幼児の様子とそ

の関連について分析している。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：澤田伸一、坂東宏和、馬場康宏、 

小野和) 
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３.育児不安に関する国

際比較調査(1) 

共著 平成 16年 6月 日本子ども社会学会 

第 11 回大会 

抄録集 

pp.30-33 

(全体概要) 

 育児不安は社会・文化的要因が強く反映

される現象であると考えられ、東京、ソウ

ル、台北、チンタオ・フフホトの小学校 1.2

年の子どもを持つ親を対象にとして育児

行動・意識と育児不安に関する調査を実施

した。本研究では、国際比較という手法を

用いることで、東京の母親の育児不安の実

像をより明確に示した。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：三枝恵子、馬場康宏、深谷野亜、 

神田和恵、深谷昌志) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.育児不安に関する国

際比較調査(2) 

共著 平成 16年 6月 日本子ども社会学会 

第 11 回大会 

抄録集 

p.34 

(全体概要) 

 育児不安には社会・文化的要因が強く反

映される現象であると考えられ、東京、ソ

ウル、台北、チンタオ、フフホトの小学校

1,2 年の子どもを持つ親を対象として育児

行動・意識と育児不安に関する調査を実施

した。本研究では、主に父親調査の結果に

注目した。国際比較という手法を用いるこ

とで、東京の父親の父親としての自覚の少

なさが特徴として明らかになった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：深谷野亜、朴珠鉉、馬場康宏、 

三枝恵子、深谷昌志) 

 

５.母親の育児不安の要

因に関する研究 

共著 平成 17年 6月 日本子ども社会学会 

第 12 回大会 

抄録集 

pp. - 

(全体概要) 

 東京都心部と東北農村部の小学校 1,2年

生の子どもを持つ母親に、育児不安に関す

る調査を行った。本研究は、母親調査の結

果について報告したものである。母親自身

が育った家庭環境や母子関係と、現在の子

育てに関連があることを明らかにした。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：三枝恵子、深谷野亜、馬場康宏、 

朴珠鉉、深谷昌志) 
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６.父親の育児関与の構

造に関する考察 

共著 平成 17年 6月 日本子ども社会学会 

第 12 回大会 

抄録集 

pp. - 

(全体概要) 

 東京都心部と東北農村部の小学校 1,2年

生の子どもを持つ親に、育児不安に関する

調査を行った。本研究では、父親調査の結

果について報告したものである。子どもが

小さい時の育児関与の程度と、現在の子ど

もとの良好な関係には正の相関があるこ

とが明らかになった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：三枝恵子、深谷野亜、馬場康宏、 

深谷昌志) 

 

７.育児不安の構造に関

する考察 

共著 平成 18年 7月 1日 

 
日本子ども社会学会 

第 13 回大会 

抄録集 

pp.42-45 

(全体概要) 

 東京都心部の母親の育児不安が強い層

と弱い層を比較し、育児行動や子育て意識

の実態を明らかにした。また、東京都心部

と東北農村部の父親調査の結果について、

家庭、仕事、育児に関する行動や意識を比

較し、報告したものである。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：三枝恵子、馬場康宏、深谷野亜、 

朴珠鉉、深谷昌志) 

 

 

 

８．韓国の母親の育児行 

動と意識から見え 

る育児不安 

共著 平成 18年 7月 1日 日本子ども社会学会 

第 13 回大会 

抄録集 

pp.46-47 

(全体概要) 

 育児不安に関する日本の地域差の検討

に使用した調査票を基盤として、韓国版の

調査票を作成し、韓国都心部と韓国農村部

における、母親、父親の育児に関する意識

や行動について調査した。調査結果につい

て示し、地域差の点から考察を報告した。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：三枝恵子、馬場康宏、深谷野亜、 

朴珠鉉、深谷昌志) 

 

９.父親の育児関与の構    

造 

共著 平成 19年 6月 30日 日本子ども社会学会 

第 14 回大会 

発表要旨集録 

pp.28-29 

(全体概要) 

 父親の育児関与について、東京都心部と

東北農村部を対象として調査、さらに、東

京、台北、ソウル、青島、フフホトでの実

施した調査結果を比較して考察した。東京

の父親の父親としての自覚の乏しさが問

題であることが示唆された。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能性) 

(共著者：三枝恵子、馬場康宏、深谷野亜、 

深谷昌志） 
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10．三都市(東京・ソウ 

ル・天津)の母親の

育児行動と意識に

関する考察 

共著 平成 19年 7月 1日 日本子ども社会学会 

第 14 回大会 

発表要旨集録 

pp.72-75 

(全体概要) 

母親の育児不安を、母親の生育暦やキャ

リア、夫との関係性に注目して、その構造

を明らかにした。また、日本の農村部と都

市部、さらに、ソウル、天津、台北におけ

る調査結果を比較しながら、東京の母親の

育児不安の特徴を明らかにした。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：深谷野亜、朴珠鉉、馬場康宏、 

三枝恵子、深谷昌志) 

 

11．子どもの感受性を育 

む表現教育プログ 

ラム開発に関する 

研究(1) 

－学生の感性に関

する意識調査－ 

共著 平成 21年 4月 日本保育学会 

第 62 回大会 

発表論文集 

pp.628 

(全体概要) 

 幼稚園教諭の養成課程における、表現教

育プログラム開発を念頭においた基礎的

な研究である。養成課程在学生(短大生)を

対称として、「感性｣という言葉をどのよう

に捉えるか、言葉としての使用頻度や関連

すると考える分野、自分の感性に対する認

識などについて調査を実施・分析して、調

査対象者の意識を明らかにした。また、統

計的検定により、1 年生より 2 年生の方が、

有意に興味がたかまっている分野がある

ことも明らかにした。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、宮下恭子、金城悟、 

武石仁美、杉本亜鈴) 

 

 

12.こどもの感性を育む

方言教育プログラム

開発に関する研究

(2) 

―SD 法による感性評

価の分析― 

共著 平成 21年 4月 日本保育学会 

第 62 回大会 

発表論文集 

pp.629 

(全体概要) 

 幼稚園教諭の養成課程における、表現教

育プログラム開発を念頭においた基礎的

な研究である。本研究では、｢感性｣の様相

を明らかにするために、SD 法を用いて幼稚

園教諭養成課程に在籍する学生(短大生)

を対象に感性調査を実施した。4 種類の刺

激画像に対して 24 の形容詞対で構成され

た SD 尺度に 5 段階評価で回答するよう求

めた。統計的解析により｢評価性｣、｢情緒

性」、｢活動性｣と命名された 3 因子が抽出

された。刺激画像の特性により感性の表出

が異なることが明らかになり、また、感性

の個人差の存在が示唆される結果となっ

た。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：馬場康宏、宮下恭子、金城悟、 

武石仁美、杉本亜鈴) 

 

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

(その他)     
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１.幼児の対人関係と共

感性の発達に関する

研究 

単著 平成 6年 3 月 埼玉大学大学院

教育学研究科 

修士論文抄録 

第 3 号 

pp.20-21 

修士論文の要旨をまとめた。幼児の共感

性と①母親(主たる養育者)の育児感情、②

幼児の仲間関係、③幼児の愛着欲求の広が

りとの関連を調査・実験により明らかに

し、共感性の発達を促す要因について検討

した。実験場面において共感的であると評

価された幼児は、実際の仲間関係において

も、他者と満足感を共有したり、困ってい

る仲間をなぐさめたりするなどと評価さ

れ、円滑な対人関係における共感の役割の

重要性が示され、また、共感性の発達には

母親の育児感情が密接にかかわっている

ことが実証された。 

 

２.さわやか相談室につ

いて 

単著 平成 11年 3月 研究紀要  

第 17 号 

(浦和市立内谷中学校) 

pp.109-110 

埼玉県は、平成 8 年度から｢いじめ・不

登校問題対策事業」に基づき、県内各中学

校にさわやか相談室の設置、相談員の配置

をすすめた。目的は地域社会における教育

相談体制の確立である。しかし、相談室の

設置、相談員の配置が行われた教育現場と

しても、初年度は戸惑いも多い。児童・青

年期を対象とした教育相談室の運営状況

や来室者の実態、課題について報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

３.さわやか相談室の様

子 

単著 平成 12年 9月 浦和教育  

137 号 

(浦和市教育委員会) 

さわやか相談室は、埼玉県の｢いじめ・

不登校問題対策事業｣に基づき、地域社会

における教育相談体制の確立を目的とし

て、公立中学校内に設置された。設置 3 年

度目の運営状況、来室者の様子、相談員以

外の教職員との連携あり方を、その効果を

交えて示した。 

 

４.育児不安に関する地

域差の検討 

共著 平成 15年 3月 育児不安の構造

(4) 

(東京成徳短期大学) 

Ⅰ章 

pp.15-22 

(全体概要) 

 都心部・都市周辺部・農村部の小学校 1.2

年の子どもを持つ親を対象として、育児行

動・意識と育児不安との関連について調査

し、地域差について検討した。都心部には

大都市特有の育児不安の構造が見出され

た。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 
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５.国際比較からみる日

本の父親像 

共著 平成 16年 3月 育児不安の構造

(5) 

(東京成徳短期大学) 

Ⅴ章  

pp.85-89 

(全体概要) 

 育児不安には社会・文化的要因が強く反

映されている現象であると考えられ、東

京、ソウル、台北、チンタオ、フフホトの

小学校 1、2 年の子どもを持つ親を対象と

して育児行動･意識と育児不安に関する調

査を実施した。本報告書(Ⅴ章 1 節)では、

主に父親調査の結果に注目し、国際比較を

することで、東京の父親の父親としての自

覚の少なさを特徴として明らかにした。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

６.東京都心部・東北農

村部における地域差

の検討 

共著 平成 17年 3月 育児不安の構造

(東京成徳大学) 

Ⅵ章  

pp.68-78 

 

 

(全体概要) 

 東京都心部と東北農村部の小学校 1.2年

の子どもを持つ親に、育児不安に関する調

査を行った。本報告書(Ⅳ章)では、父親調

査結果について報告した。東京都心部の父

親は東北農村部の父親に比べ、家庭にいる

時間や家族との関わりが少なく、仕事中心

の生活をしていることが明らかになった。 

大都市型の育児不安の背景を考える上で

重要な示唆となった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

 

７.大都市の育児と山村

の育児 

共著 平成 18年 3月 育児不安の構造

に関する考察 

(東京成徳大学 

子ども学部年報) 

Vol,3 

 pp.24-32 

(全体概要) 

 育児に関する意識や行動と育児不安の

関連について、国際比較、国内地域差の比

較を通して考察している。本章(第 3 章)で

は、東京都心部と東北農村部の父親調査の

結果について、家庭、仕事、育児に関する

行動や意識を比較し、報告したものであ

る。仕事中心の生活をしている東京都心部

の父親の姿が明らかになった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

８.大都市の育児と山村

の育児 

共著 平成 19年 3月 育児不安の構造に関 

する国際比較研究 

(中間報告) 

(東京成徳大学 

子ども学部年報) 

Vol.6 

(全体概要) 

 育児に関する意識や行動と育児不安の

関連について、国際比較、国内地域差の比

較を通じて考察している。本節(Ⅱ章-2)で

は、東京都心部と東北農村部父親調査の結

果について、家庭、仕事、育児に関する行

動や意識を比較し、報告したものである。

仕事中心の生活をしている東京都心部の

父親の姿が明らかになった。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 
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９.こんなとき、どうす

る？―親の財布から

お金をとって買い物

をしているらしい― 

単著 

 

平成 29年 6月 児童心理  
6 月号 

第 71 巻 8 号 

金子書房 

(5 ページ) 

（全体概要）雑誌「児童心理」。 
特集テーマは「お金と子ども」。お金を

めぐる子どもの世界について学校や家庭
で、金銭感覚や勤労観をどう育てられるか 
を考える内容であった。 
（担当執筆部分：pp:103-107） 

担当テーマ「子どもが親の財布からお金を

とって買い物をしているらしい」。対処方

法について親の気持ちや基本的心構え、幼

稚園・小学校教育による子どもの規範意識

や道徳性の育ち、今時の子どもを取り巻く

環境に注目した助言。 

 

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

（競争的資金)     

１.文部科学省科学研究

費補助金・基礎研究

(C)  

｢ペン入力デバイス

を用いた幼稚園教育

の情報化」課題番

号：14580319 

 

 平成 14 年度 

平成 15 年度 
 (全体概要) 

 パソコンへの入力手段としてペン入力

デバイスを用い、幼児が容易に操作できる

よう配慮した教材の開発・評価、および、

パソコン操作が苦手な先生の支援を通じ

て、幼稚園教育の情報化を推進する方法に

ついて研究した。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

(共著者：小野和) 

(研究分担者：馬場康宏、澤田伸一、坂東

宏和) 

 

２.文部科学省科学研究

費補助金・基盤研究

(C)  

｢ペン入力デバイス

を用いた保育現場で

のパソコン活用に関

する研究」課題晩

報：16500495 

 平成 16 年度 

平成 17 年度 
 (全体概要) 

 本研究は、従来から行ってきた保育現場

における PC 活用に関する調査や幼児用ソ

フトウェアの評価に基づき、さらに幼児が

扱いやすく楽しく遊べるソフトウェアを

実現すること、および、ペン入力デバイス

を活用した教員用ソフトウェアを試作し

幼稚園の情報化を推進することを目的と

して実施した。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

（研究代表者：小野和、馬場康宏 研究分

担者：板東宏和、大即洋子） 
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３．文部科学省科学研究 

費補助金・基盤研究 

（B） 

「「育児不安」に関

する国際比較研究」 

課題番号：17300231 

 

研究連携者 

 平成 17 年度 

平成 18 年度 

平成 19 年度 

平成 20 年度 

 

 （全体概要） 

本研究は日本で見られる「育児不安」が、

他の社会でも存在するのかを国際比較調

査を通して明らかにするのを目的とする。

調査結果によると、比較した 5 地域の中で、

それぞれの都市に固有の育児の問題が見

られるが、日本的な意味での不安は見られ

なかった。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

（研究代表者：深谷昌志 研究分担者：開

原久代、今井和子、深谷和子、周建中 研

究連携者：馬場康宏、萩原元昭、富山尚子 

研究協力者：李珠絹、李光衡） 

 

     

 

著書，学術論文等の名称 

 

単著・ 

共著の 

別 

発行又は 

発表の 

年月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

 

概       要 

 

（研究発表)     

１.ペンインターフェイ

スを利用した幼稚園

教育の情報化の試み 

共著 平成 14 年 10 月 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと教育 

Vol.2002 

No.96 

(情報処理学会

研究報告) 

(全体概要) 

 小中学校ではパソコンを使った授業が

盛んに行われている。幼児教育の場におい

ても、保育環境の一部としてパソコンを設

置する園が現れ始めた。本研究では、幼児

期という発達段階に応じたインターフェ

イスが必要であるという考えに立ち、ペン

入力デバイスを使うと言う事でパソコン

を操作しやすい環境を構築することを考

えた。また、幼児が楽しく遊べるソフトウ

ェアの開発を試み、幼稚園における情報教

育の可能性を検討している。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

(共著者：澤田伸一、坂東宏和、馬場康宏、

小野和) 

 

２.幼児に適したペンイ

ンターフェイスの操

作に関する一考察 

共著 平成 15 年 12 月 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと教育 

Vol.2003 

No.123 

(情報処理学会

研究報告) 

pp.9-16 

(全体概要) 

幼児が簡単に楽しく遊べるソフトウェ

アの試作をし、幼児がタッチパネル付き大

型ディスプレイで遊ぶ場合と、タブレット

パソコンで遊ぶ場合には、操作環境の違い

が、幼児の好む操作に及ぼす影響について

調査し、発達段階やハードウエア環境との

関連について考察した。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：澤田信一、坂東宏和、馬場康宏、

小野和) 
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３.大画面とタッチパネ

ルの環境に適した幼

児向けソフトウェア

の試作 

共著 平成 16年 2月 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと教育 

Vol.2004 

No.13 

(情報処理学会

研究報告) 

pp.9-16 

(全体概要) 

 幼児が簡単に楽しく遊べるソフトウェ

アの試作を行った。ペン入力デバイスとし

て、画面の表面にタッチパネルを貼った大

型のプラズマディスプレイを用意し、ソフ

トウェアを評価した。本研究では、タッチ

パネルで操作する大画面緩急に適した幼

児用ソフトウェアについて検討している。 

(共同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

(共著者：澤田伸一、坂東宏和、馬場康宏、

小野和) 

 

４.幼稚園における遊具

としてのコンピュー

タ利用の試み 

共著 平成 17年 4月 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと教育 

Vol.2005 

No.36 

(情報処理学会

研究報告) 

pp.9-16 

(全体概要) 

 本研究では、幼児の遊びにおける人間関

係の構築を妨げる、という幼稚園へのパソ

コン設置のマイナス面を排除するため、大

画面ディスプレイと幼児に扱いやすいタ

ッチパネルを付けた環境を用意し記憶・片

付け・予測をテーマにしたゲームを試作し

た。パソコンが幼稚園の保育環境におい

て、どの程度良質な遊びを提供しうるかに

ついて検討している。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：大即洋子、澤田伸一、坂東宏和、 

馬場康宏、小野和) 

５.RFID を用いた幼稚園

における活動的な遊

びを支援するツール

の設計と試作 

共著 平成 18年 7月 8日 情報処理学会 

第 85 回 

コンピュータと

教育研究会 

pp.41-48 

(全体概要) 

 幼稚園の活動的な遊びにおける保育者

の負担を軽減することを目的とした幼稚

園教育支援ツールを設計、試作した。具体

的には、園児がヒントの地図を基に宝物を

探し出す「宝探しゲーム」を題材とした。

教諭と園児から肯定的な意見を得られた。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：坂東宏和、佐藤仁美、大即洋子 

馬場康宏、澤田信一、小野和) 

 

６.幼児の活動的な遊び

を支援する RFIDを用

いたソフトウェアの

試作と観察 

共著 平成 19 年 10 月 情報処理学会 

研究報告 

2007-CE-91 

pp.61-68 

(全体概要) 

 幼児の活動的な遊びを支援する RFID を

用いたツールの設計・試作・観察を行った。

観察の検討により新しい体験の機会を提

供できる可能性が示唆された。 

(共同研究につき担当部分抽出不可能) 

(共著者：大即洋子、坂東宏和、馬場康宏、

小野和) 

 

 

 

 

 

    

 


